
小さい頃から理系科目、特に生物が好きでした。その不思議な世界

に惹かれ、小学生時代は近くの図書館に通って、生物に関する本を

すべて読み尽くしました。農学部に進んだのも、生物をより深く、

専門的に勉強したいと思ったからです。農学部といっても研究

テーマはさまざまあり、私は「20世紀梨」を選びました。というのも、

鳥取大学には当時、「梨博士」と呼ばれ、20世紀梨の研究で有名な

林真二先生がいて、20世紀梨の研究は農学部のウリだったんです。

大学には農園もあり、私もつなぎを着て毎日農作業をしていました。

鳥取県内には梨作りの名人が何人かいて、その方たちにお会いして、

なぜ美味しい梨ができるのか、剪定の仕方や土づくりを学んだり。

自然と生きものを相手に、研究活動に励みました。

学生時代にもう一つ、力を注いだのがスキーです。冬になると毎週

のようにスキー場に通い、腕を磨きました。スキーに関する資格取得

にも精力的にチャレンジし、目指す資格はおおむね取ることができ

たので、今は純粋に滑りを楽しんでいます。

大学院修了後は公務員になって研究活動を続けるつもりでした。

ところが、学生時代に鳥取県内の農業高校で教育実習を体験し、

「先生もいいな」と思うようになりました。もともと人とのふれあいが

好きで、教えることが好きだったこともあり、生徒たちと一緒に農作

業をして、部活動でテニスをやって、という毎日がとても楽しかった

んです。卒業後は２年間、公立高校の非常勤講師を勤め、1989年

に金城学院高等学校に赴任。男女共学の高校から女子校に来て、

女子が元気なことにびっくりしました。生物を教えていますが、その

中で生徒たちに伝えたいことは「バランス」です。人間は自然界との

かかわりの中で生きています。地球環境の悪化や生態系の破壊など、

その自然界で起こる諸問題は、みな人間の活動によって引き起こ

されたもの。生徒たちには、そういう「自然のバランス」に目を向け、

行動してほしいと思っています。ふだんの生活でも、私たちは地域

や社会、学校、家庭などとかかわりあいながら生きている。そういう

ことに気づくことが大切なのだと思います。

20世紀梨の研究と
スキーに明け暮れた大学時代。

かつての教え子が教師となって本校に戻ってきたり、教え子のお子

さんが成長して本校に入学してきたり。ふり返ると、教師冥利に

尽きるような嬉しい出会いやつながりがたくさんありました。実は

３年前に亡くなった私の母や叔母も金城の卒業生。先日遺品を整理

していたら、母が中学入学時に榮光館の横で撮った写真が出てき

ました。それを見て、時を超え、世代を超えて受け継がれてきた、

本校の歴史と伝統の深さをしみじみ感じました。

金城学院にはさまざまな個性が集まり、のびのび自由に学んでい

ます。女子だけという環境もあって、何をやるにもすべて生徒たち

が担い、その中で自主性やリーダーシップが養われ、自分の意見

をしっかり持つようになる。それが社会に出た時の力になります。

生徒たちには、この恵まれた環境の中で自らの資質や能力をはぐ

くみ、次のステージに羽ばたいていってほしいと願っています。
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K i n j o  S p i r i t
金城スピリット

金城学院で活躍する
先生をピックアップ

自然界とのかかわりの中で
私たち人間は生きている。
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「発酵」の授業では、

先生がみんなに美味

しいパンを焼いてきて

くれ、楽しい思い出に

なっています。

授業では、雑学や豆知

識、ときには映像を交

えて、生物をわかりや

すく、おもしろく教え

てくれます。

学生時代からスキーにのめり込んでいます。魅力は何
と言っても、そのスピード感。各種の資格にも挑戦し
ました。生徒たちにスキーの楽しさを教えたくてSAJ
公認スキー準指導員の資格も取りました。スキー以外
にもテニス、5年前からゴルフも始め、楽しんでいます。

大学院修了後は公務員になって研究活動を続けるつもりでした。

ところが、学生時代に鳥取県内の農業高校で教育実習を体験し、

「先生もいいな」と思うようになりました。もともと人とのふれあいが

好きで、教えることが好きだったこともあり、生徒たちと一緒に農作

業をして、部活動でテニスをやって、という毎日がとても楽しかった

んです。卒業後は２年間、公立高校の非常勤講師を勤め、1989年

に金城学院高等学校に赴任。男女共学の高校から女子校に来て、

女子が元気なことにびっくりしました。生物を教えていますが、その

中で生徒たちに伝えたいことは「バランス」です。人間は自然界との

かかわりの中で生きています。地球環境の悪化や生態系の破壊など、

その自然界で起こる諸問題は、みな人間の活動によって引き起こ

されたもの。生徒たちには、そういう「自然のバランス」に目を向け、

行動してほしいと思っています。ふだんの生活でも、私たちは地域

や社会、学校、家庭などとかかわりあいながら生きている。そういう

ことに気づくことが大切なのだと思います。

さまざまなつながりの中で
130年の歴史の深さを実感。

かつての教え子が教師となって本校に戻ってきたり、教え子のお子

さんが成長して本校に入学してきたり。ふり返ると、教師冥利に

尽きるような嬉しい出会いやつながりがたくさんありました。実は

３年前に亡くなった私の母や叔母も金城の卒業生。先日遺品を整理

していたら、母が中学入学時に榮光館の横で撮った写真が出てき

ました。それを見て、時を超え、世代を超えて受け継がれてきた、

本校の歴史と伝統の深さをしみじみ感じました。

金城学院にはさまざまな個性が集まり、のびのび自由に学んでい

ます。女子だけという環境もあって、何をやるにもすべて生徒たち

が担い、その中で自主性やリーダーシップが養われ、自分の意見

をしっかり持つようになる。それが社会に出た時の力になります。

生徒たちには、この恵まれた環境の中で自らの資質や能力をはぐ

くみ、次のステージに羽ばたいていってほしいと願っています。

武下先生ってどんな人

生物の授業を受けている
３年生に聞きました！

武下先生の
趣味は

鳥取大学農学部農学科卒・同大学研究科修士課程修了。1989年金城学院高等

学校の専任教員になる。

JGSF（日本グラススキー協会）1級、国際スキー検定/ゴールド、SAJ（全日本ス

キー連盟）テクニカルプライズ・スキー準指導員など各種のスキー資格を取得。

武下 豪 教諭 
金城学院高等学校

T A K E S H I T A  T S U Y O S H I

資格の数々と、スキーの思い出写真
（2005年頃、八方尾根で撮ったもの）

M y
F a v o r i t e

渡辺璃央さん

スキー、テニス、ゴルフ

が大好きな、根っから

のスポーツマン。いつ

も笑顔で優しい先生

です。

菊谷友香さん

稲熊成美さん

実はPerfumeのファン

で、デビュー当時から

応援している。そんな

意外な一面もある、お

茶目な先生です。

加藤琳さん
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